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胡桃坂 仁志 教授(早稲田大学。先進理 E学部)
講演2「引i殖細胞におけるヒストン修飾因■の役割」
成瀬 智忠 JjJ教(金沢大学 学際科学実験センター )
講演3 「ヒストン脱メチル化酵素肥満・メタボリックシンドロー ムJ
酒リト 寿朗 教授(東京大学。先端科学技術研究センター )
講演4「ヒト肝細胞キメラマウスを月]いた肝炎ウイルス感染後の
DNAメチル化誘導機構の解明」













講1寅9 「Long non―coding RNAs at the heart Of
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遷移金属触媒を用いた新規環化反応の開発とその応用
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7月22日(月) 第136回学際科学実験センター教員会議 ,予算・点検評価専門委員会
8月12日(月) 平成25年度第1回設備共同利用推進室運営委員会
9月18日(水) 平成25年度実験動物慰霊祭
9月19日(木)
～20日(金)
第24回生命工学トレー ニンクコー ス
「生命科学 RI利用技術基礎コー スJ
9月30日(月) 第137回学際科学実験センター教員会議 ,第1回将来計画検討委員会
11月20日(水)
～22日(金)
第25回生命工学トレーニンクコース
「発生工学・基礎技術コース」
11月25日(月) 第138回学際科学実験センター教員会議,予算。点検評価専門委員会
12月24日(月) 第139回学際科学実験センター教員会議
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